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班員 飛鳥井雅道 宇佐美暫 大浦康介 佐々木
克 鈴木啓司 富永茂樹 藤田隆則 斎藤希史 (以
上所内) 池田浩士 加藤幹郎 木村崇 三原弟平
若島正 松田清 (以上教養部) 生田美智子 米井
力也 (金蘭短大) 須田千里 (光華女子大) 谷川
恵一 (高知大) 林完枝 (大阪市大) 平田由美







































班員 古屋哲夫 石川禎治 落合弘樹 藤井譲治
水野直樹 安富歩 山室信一 山本有造 横山俊夫
(以上所内) 筒井清忠 松尾尊充 (以上文学部)
秋定嘉和 (池坊短大) 伊藤之雄 (名古屋大) 奥
村弘 (神戸大) 尾崎ムゲン (大阪女子大) 掛谷
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人 文
幸平 (立命館大) 桂川光正 (大阪産業大) 木坂
順一郎 (竜谷大) 呉宏明 (精華大) 小泉洋 (六
甲高校) 小路田泰直 (奈良女子大) 斎藤勇 (餐
知大学) 里上竜平 (桃谷高校) 須崎慎一 鈴木
正幸 (以上神戸大) 武邦保 (同志社女子大) 田
中真人 (同志社大) 永井和 (立命館大) 福井直
































班貞 横山俊夫 ジョージ･エリソン 塚本明
富永茂樹 藤井譲治 三浦秀一 賓谷邦夫 (以上所
内) 梶山雅史 (岐早大) 白幡洋三郎 (日文研)
辻本雅史 (光華女子大) 探滞一幸 (大阪大) 三
学 報








4月22日 好古 『八幡宮本紀』序 ･叙 ･題 ･巻
之- 辻本 ･横山
5月13日 『八幡宮本紀』巻之二 番谷 ･塚本
20日 『八幡宮本紀』巻之三 松村 ･深滞
6月3日 『八幡宮本紀』巻之四 藤井 ･横田
10日 益軒 『自娯集』抄論 松田･梶山
17日 『自娯集』抄論 辻本 ･深揮 ･横山
24日 『自娯集』抄論 客谷 ･白幡

























班貞 山本有造 古屋哲夫 水野直樹 安富歩
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葉山室信一 (以上所内) 井村哲郎 (アジ研 ･図書資
料部) 岡田英樹 (立命館大 ･文) 奥村弘 (神戸
大 ･文) 副島昭一 (和歌山大 ･経) 西村成雄
(大阪外大 ･外国語) 松野周治 (立命館大 ･経)






























































班員 佐々木克 飛鳥井雅道 落合弘樹 塚本明
藤井譲治 山本有造 (以上所内) 青山忠正 (大阪
商大) 池田宏 (滋賀県立図書館) 井上章一 園
田英弘 (以上日文研) 今西- 鈴木祥二 (以上立
命館大) 奥村弘 (神戸大) 小股憲明 (大阪女子
大) 高久嶺之介 (同志社大) 谷山正道 (天理
大) 高木博志 (北海道大) 辻ミチ子 (京都文化
短大) 辻本雅史 (光華女子大) 原田敬一 (仏教
大) 平田由美 (大阪外大) 薮田貫 (関西大)




2月 8日 史蹟 ･名勝の成立 高木
4月26日 明治初期の軍事と警察 鈴木
5月17日 天皇と名望家層 佐々木






























班員 藤井譲治 塚本明 (以上所内) 勅田善雄
(京大研修員) 宇佐美英機 (京都橘女子大) 藤
田恒春 (関西大) 横田冬彦 (神戸大) 母利美和
(彦根城博物館) 宮本裕次 (神戸大院生)
1991年


















































班員 山下正男 井狩禰介 (以上所内) 足立幸
藤井 男 (教養部) 阿部昌樹 川浜昇 田中成明 山本
全員 克己 中山竜一 (以上法学部) 浜野研三 (文学
全員 部) 今井弘道 (北大) 植松秀雄 江口三角 (以
藤田 上岡山大) 亀本洋 (金沢大) 玉木秀敏 (大阪学
藤井 院大) 服部高宏 (国学院大) 平井亮輔 (京都工
塚本 繊大) 平野仁彦 (三重大) 深田三徳 (同志社
全員 大) 松浦好治 (大阪大) 森際康友 (名古屋大)
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班員 前川和也 岩熊幸男 佐々木博光 田中雅
一 富永茂樹 横山俊夫 (以上所内) 夫馬進 (文
学部) 阿河雄二郎 南川高志 (以上大阪外大)
井上浩一 大黒俊夫 (以上大阪市大) 江川温 川
北稔 (以上大阪大) 川島昭夫 (神戸市外大) 川
本正和 (奈良産業大) 小山哲 (島梶大) 鈴木利
辛 (神戸大) 田中峰夫 (甲南大) 波多野敏 (京































































班員 谷泰 田中雅一 藤田隆則 (以上所内)
高畑由起夫 細馬宏通 木村大治 (以上理学部)
菅原和孝 (教養部) 北村光二 (弘前大) 串田秀
也 (愛媛大) 野村直樹 (名古屋女子商科大) 津
田昌人 (山口大) 野村雅一 (国立民族学博物館)
早木仁成 (神戸学院大) 深尾菓子 (大阪外国語





5月27日 G.ベ- トソンと芸能の問題 藤田
6月 3日 ゴフマンの "frame"概念をめぐっ
て 串田





10月 7日 冗長性と情報 木村
28日 メンタル ･スペースとフレーム 谷
11月11日 ひとつの声で語ること 菅原
12月 2日 フアティック ･コミュニオン 藤田
学 報
16日 会話分析を用いた授業研究 平











班員 阪上孝 富永茂樹 大浦康介 光永雅明
(以上所内) 浅田彰 (経済研) 大東祥孝 (留学
生センター) 木崎喜代治 田中秀夫 (以上経済学
部) 服部春彦 (文学部) 松本雅彦 (医療短大)
石井三記 (和歌山医大) 市田良彦 (大阪女子大)
小西嘉幸 小林道夫 (以上大阪市大) 小林清一
(滋賀短大) 西川長夫 (革命館大) 牟田和恵

















6月 7日 国民国家と社会の統計的把握 阪上
21日 共和制の社会と法律家 小林 (清)





























班員 井狩禰介 荒牧典俊 船山徹 山下正男
(以上所内) 徳永宗雄 御牧克巳 (以上文学部)
赤松明彦 (九州大) 永ノ尾信悟 土田龍太郎 (以
上東京大) 榎本文雄 (華頂短大) 狩野恭 黒田
泰司 八木徹 (以上大阪学院短大) 後藤敏文 後
藤純子 藤井正人 (以上大阪大) 島岩 (金沢大)
正信公章 渡瀬信之 (以上東海大) 高島淳 (愛知
県立大) 竹中智泰 (常葉学園大) 中谷英明 (柿
戸学院大) 林隆夫 (同志社大) 引田弘道 (愛知
学院大) 松田祐子 清水由美子 伏見誠 (以上院
坐)














班員 宇佐美斉 大浦康介 阪上孝 鈴木啓司
ジャン=マリー ･シェフェ-ル (以上所内) 浅田
彰 (経済研) 稲垣直樹 (教養部) 井上輝夫 (慶
応大) 柏木隆雄 (大阪大) 相木加代子 (京都市
芸大) 小西嘉幸 (大阪市大) 小山俊輔 (立命館
大 ･非) 島本混 (帝塚山学院大) 丹治恒次郎
(関西学院大) 露崎俊和 (千葉大) ピェ-ル ･
ドゥヴオー (甲南女子大) 内藤高 (同志社大)













班員 田中雅一 井狩禰介 佐々木博光 鈴木啓
司 谷泰 富永茂樹 藤田隆則 (以上所内) 菅原
和孝 (教養部) 青木恵理子 (民族学振興会) 阿
部泰郎 (大手前女子大) 大越愛子 (近畿大) 大
塚和夫 小長谷有紀 田辺繁治 吉田憲司 (以上圏
立民族学博物館) 小田亮 (桃山学院大) 春日直
樹 (奈良大) 川村邦光 松村一男 (以上天理大
学) 栗本英世 (東京外大) 長島佳子 (大阪学院
大) 松田素二 (大阪市立大) 三浦耕吾郎 (仏教



































班員 大浦康介 宇佐美賛 斎藤希史 J.M.シ
ェフェ-ル Y.M.アリュ- 鈴木啓司 (以上所
内) 田口紀子 吉田城 (以上文学部) 石田英敬
石雅彦 (以上同志社大) 後藤尚人 (神戸大) 小
西嘉幸 (大阪市大) 小山俊輔 (立命館大) 多賀
茂 (和歌山大) 丹治恒次郎 (関西学院大) ピ
エール ･ドゥヴォ- (甲南女子大) 丹生谷貴志













































































































中国中世の文物 班長 砺波 護
本研究班はこの3月をもって終了した｡5年間の
研究成果は,1993年春に論集として刊行する予定｡








































































班員 山田慶児 荒井健 井狩禰介 宇佐美斉
大浦康介 阪上孝 佐々木克 佐々木博光 鈴木啓
司 田中雅一 谷泰 富永茂樹 藤田隆則 前川和










9月24日 スピノザ 『国家論』 水嶋
10月8日 ライプニッツ 『モナドロジー』
鈴木















































斎藤 希史 中国における革命主体形成の研究 小林 敦子


















事 業 概 況
夏期公開講座
鈴木 啓司 1991年 7月






















梅原 郁 成一 飛鳥井雅道
吉川 忠夫 シンポジウム パネラー 仝 講 演 者
砺波 護 中務 哲郎 (文学部)
狭間 直樹 谷 泰

















小野 和子 1991年11月7日 於 本館大会議室
荒牧 典俊 絵の評価一中国画論史の一側面一 河野 道房

































































































･水野直樹氏を助教授 (日本部)に採用 (4月 1日
付)｡
･落合弘樹氏を助手 (日本部)に採用 (4月 1日
付)｡
･斎藤希史氏を助手 (日本部)に採用 (4月 1日
付)｡
･安富 歩氏を助手 (日本部)に採用 (4月 1日
付)0
･岩熊幸男助手 (西洋部)は,講師に昇任 (5月 1
日付)｡







































･富谷 至助教授 ･辻 正博助手 (東方部)は,7
月27日伊丹発,中華人民共和国 ･蘭州 ･文物考古
研究所において開催の中国漢億国際学術討論会出
席及び敦燈周辺遺跡群他にて研究資料蒐集を行い
8月9日帰国｡
･水野直樹助教授 (日本部)は,7月12日伊丹発,
カリフォルニア大学,ソウル大学等に於いて近代
朝鮮の政治と社会に関する研究調査及び資料蒐集
を行い8月8日帰国｡
･谷 泰教授 (西洋部)は,7月18日成田発,大
英博物館,マンチェスター大学,イタリア,ギリ
シャ,インドに於いて象徴としての家畜-その文
化人類学的研究に関する資料蒐集,実地調査及び
研究打合せを行い9月19日帰国｡
･小野和子教授 (東方部)は,8月16日伊丹発,復
旦大学に於いて明史国際学術討論会参加及び研究
資料蒐集を行い8月26日帰国｡
･安富 歩助手 (日本部)は,8月16日伊丹発,タ
イ王国に於いて大東亜共栄圏下のタイ王国経済史
に関する研究資料蒐集を行い9月 1日帰国｡
･狭間直樹教授 (東方部)は,8月28日成田発,ハ
ワイ大学イースト･ウエストセンターに於いて開
催の辛亥革命80周年記念シンポジウム出席及び研
究資料蒐集を行い,9月4日帰国｡
･高田時雄助教授 (東方部)は,9月22日成田発,
コレージュ･ド･フランスに於いて,第6回日仏
コロック東洋学部会参加及び研究資料蒐集を行い
10月5日帰国｡
･梅原 郁教授 (東方部)は,9月25日伊丹発,ギ
メ博物館,大英博物館他に於いて旧中国法制史に
関する研究資料蒐集を行い,10月9日帰国｡
･岩熊幸男講師 (西洋部)は,10月 1日伊丹発,ウ
ィスコンシン大学に於いて開催されたシンポジウ
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人 文
ム中世唯名論の起源と意味に出席 ･発表し,連合
王国,スペインにて研究資料蒐集を行い,10月13
日帰国｡
･曽布川寛助教授 (東方部)は,10月12日伊丹発,
北京大学,故宮博物館,雲岡石窟他に於いて中国
美術に関する実地調査及び研究資料蒐集を行い,
11月1日帰国｡
･勝村哲也助教授 (東方部)は,10月21日伊丹発,
北京市に於いて開催の中国中文信息学会漢字編硝
専業委員会国際学術討論会に出席して,10月25日
帰国｡
･森 時彦助教授 (東方部)は,10月11日伊丹発,
国際研究集会派遣旅費により,武漢市に於いて開
催の辛亥革命と近代中国国際学術討論会に参加し
て,10月21日帰国｡
･石川禎浩助手 (東方部)は,10月11日伊丹発,武
漢市に於いて開催の辛亥革命と近代中国国際学術
討論会に参加,中国社会科学院にて研究資料蒐集
学 報
を行い,10月24日帰国｡
･田中 淡助教授 (東方部)は,11月10日成田発,
ハイデルベルグ大学芸術史研究所に於いて中国庭
園史に関するセミナー出席及び研究資料蒐集を行
って,1992年 3月 1日帰国予定｡
･横山俊夫助教授 (日本部)は,11月20日伊丹発,
ヴィクトリア･アルバート博物館等において,ジ
ャパン･フェスティバル1991の調査及び研究資料
蒐集を行って11月28日帰国｡
･佐々木博光助手 (西洋部)は,11月28日伊丹発,
ドイツ連邦共和国,ゲオルク=エッカート国際教
科書研究所に於いて近代 ドイツの自己認識 ･他者
認識に関する研究資料蒐集を行って12月19日帰国｡
･斎藤希史助手 (日本部)は,12月20日伊丹発,復
旦大学,北京大学等に於いて中国清末翻訳小説に
関する研究資料蒐集を行って12月31日帰国｡
･吉田光邦名誉教授は7月30日逝去された (70才)｡
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